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研究成果の概要（和文）：本研究課題の実施によって、東南アジアとイスラーム世界をつなぐ国際的イスラー
ム・ネットワークを包括的に明らかにした。着目したのは宗教外交、巡礼事業など国家が担うフォーマルなネッ
トワーク、および留学による知的交流と、イスラーム社会組織による個人や民間の諸組織が担うインフォーマル
なネットワークである。その結果、ネットワークの担い手である国家や、個人のもつトランスナショナルな社会
的ネットワークによって、宗教規範のみならず社会規範としてのイスラームを国家、個人の文脈で取捨選択して
いることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Through the implementation of this research project, we clarified the 
international Islam network connecting Southeast Asia and the Islamic world. Focusing on formal 
networks such as religious diplomacy and pilgrimage by the state as well as intellectual exchange 
through studying abroad and informal networks by Islamic social organizations, as a result, it can 
be pointed out that through the social network of the nation as the carrier of the network and the 
transnational social network of the individual, they select Islam based on their context as a social
 norm as well as religious norms.

研究分野： 地域研究

キーワード： イスラーム　トランスナショナル　東南アジア
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１．研究開始当初の背景 
これまで東南アジアのイスラームは、イ

スラーム研究、および東南アジア研究の双
方において重視されてこなかった。イスラ
ーム世界を考えるうえで東南アジアの重要
性を指摘した研究もあるが（小杉 1999「イ
スラーム世界の東西：地域間比較のための
方法論的試論」『東南アジア研究』）、イスラ
ーム研究では依然として、東南アジアの事
例は周縁化されている。一方、現代東南ア
ジアのイスラームを論じた研究においては、
イスラームの持つトランスナショナルな要
素の重要性は指摘されながらも、各国のム
スリムの動態を分析するさいに国際的な視
点は持ち込まれていない（加藤剛編 2004
『変容する東南アジア社会』、床呂郁哉編
2013『東南アジアのイスラーム』）。 
現代の東南アジア社会は、開発、近代化、

グローバリゼーションという世界的な動き
に連動すると同時に、イスラームが社会規
範として受容されるようになり、急激な変
化に直面している。東南アジア地域は、1980
年代以降の世界的なイスラーム復興運動に
大きな影響を受けてきた。イスラームは社
会規範、社会秩序を維持するものとして、
これまで信仰心の薄かった世俗的なムスリ
ムの間にも急速に浸透し、社会全体、ある
いは国家規模でイスラーム化のベクトルへ
を強めている。こうした動きは、当該地域
とイスラーム世界との通時的、共時的な相
互交渉から多大な影響を受けているのであ
る。 
 
２．研究の目的 
 上記のような背景にもかかわらず、先

行研究では、台頭するイスラームが社会変
容のダイナミズムに及ぼす影響については、
捉えきれていない。それには、東南アジア
を広大なイスラーム世界とつながった国際
的イスラーム・ネットワークに位置づけて
分析する、というトランスナショナルな視
点が欠如しているからである。すなわち、
東南アジア社会の変容を考察するためには、
イスラーム世界と有機的につながる国際的
なイスラーム・ネットワークの解明が喫緊
の課題であった。 
筆者は、これまでの研究において、イン

ドネシアと中東地域とのネットワークを問
題関心として研究を行ってきた。なかでも
16 世紀後半から現代に至るまで継続する
留学に着目し、世界最古のイスラーム高等
教育機関であるエジプトのアズハル大学に
学ぶインドネシア人留学生が、現代インド
ネシア社会で果たす社会的役割について明
らかにした。 
こうした研究基礎の上に、本課題では、

世界最大のムスリム人口を擁するインドネ
シアに着目し、同国の国際的イスラーム・

ネットワークの全容を解明することを試み
た。具体的には、（1）イスラーム世界と国
家レベルで構築されているフォーマルなネ
ットワークと、（2）イスラーム社会組織や
NGO などを通じて、民間レベルで形成され
るインフォーマルなネットワークの双方を
明らかにする。なお、本研究課題の射程は
インドネシアにおける国際的イスラーム・
ネットワークの解明であるが、将来的には
東南アジア全域の事例研究を進め、東南ア
ジアにおける社会変容を国際的イスラー
ム・ネットワークとの相関に基づいて解明
することを目的としている。 
 
３．研究の方法 
 本研究を遂行するにあたっては、地域研
究の手法を用いた。具体的には、現地語（イ
ンドネシア語、アラビア語）で書かれた外
交資料、巡礼関係資料の解析、加えて巡礼
専門旅行会社等への聞き取り調査、スンナ
派圏、シーア派圏、そして北米・ヨーロッ
パ圏への元留学生への聞き取り調査、およ
び民間イスラーム社会組織への参与観察を
中心とするフィールドワークである。 
以下、各実施年度の研究方法について記載
する。平成 26 年度は、外交資料の収集、分
析、平成 27 年度は、巡礼事業関連資料の収
集、分析および聞き取り調査を実施した。
また、平成 28 年度から平成 29 年度にかけ
てインドネシアにおけるフィールド調査を
実施予定であったが、筆者の研究関心の拡
大から、研究計画最終年度前年度に新たな
研究課題に応募し、採択されたことから、
平成 29 年度に予定していたインドエンシ
アでのフィールド調査は実施していない。
以上の研究方法にもとづき、インドネシア
におけるフィールド調査を中期的に実施し、
留学による知的ネットワークと、イスラー
ム社会組織の形成するインフォーマルなネ
ットワークを解明に取り組んだ。 
 
４．研究成果 
 本研究課題は通算で 4 年間を予定してい
たが、筆者の研究・問題関心が拡大したこ
とによって、上記のとおり、研究計画最終
年度前年度応募の制度を利用し、本研究課
題をさらに発展させた研究課題に取り組む
こととなった。本研究課題の実施によって
得られた成果は以下の通りである。 
 
（1）フォーマル・ネットワークの解明 
平成 26 年度は、外交資料からみる宗教外交
ネットワークを解明するために、資料収集
および資料解析を実施した。資料収集にお
いては、国内および海外関係諸機関を訪問
した。訪問先は、京都大学東南アジア研究
所図書館、シンガポール大学東南アジア研
究所、およびシンガポール大学中東研究所
である。収集した資料は、以下の 2 つの時



期に分けて分析を実施した。 
第一に、インドネシアにおいて中東諸国

と密接な関係を構築し、国内においても政
権とイスラーム勢力が密接な関係性を維持
していたスカルノ政権期からスハルト政権
中盤（1980 年代半ばまで）、第二に、スハ
ルト政権がイスラーム政治勢力の排除を実
施した 1980 年代後半からユドヨノ政権に
かけての時期である。 
この結果、第一の期間では、政権とエジ

プトをはじめとする中東・北アフリカ諸国
ではインドネシア人留学生の増加に伴う留
学生会館や留学生団体が整備され、現地の
インドネシア大使館が中心となって、各国
政府と綿密な連携が実施されていたことが
明らかになった。次に第二の期間では、留
学生が爆発的に増加したことを背景に、各
国政府とのつながりが強化された時代であ
った。 
次に、平成 27 年度の研究成果について述

べる。平成 27 年度は、巡礼事業からみる国
際的イスラーム・ネットワーク解明のため、
巡礼にかんする資料収集と資料解析、巡礼
の商業化の実態について、資料解析では明
らかにできない商業化の担い手である巡礼
専門旅行業者への聞き取り調査を実施した。
H27 年度は、インドネシアでの現地調査の
実施が不可能であったため、主として国内
において資料収集を実施した。また、二次
資料も併せて精査することで巡礼の商業化
の概要の解明に努めた。また、巡礼専門旅
行業者への聞き取り調査については、上記
通り現地調査が実施できなかったため、他
の用務で赴いたエジプトにおいて、現地で
インドネシア人向けに巡礼専門の旅行業を
営む経営者に聞き取り調査を実施した。本
聞き取り調査では、巡礼の担い手である巡
礼専門旅行業者のライフヒストリー、巡礼
業者間のネットワークについて明らかにす
ることができた。 
以上の研究から、現代インドネシアにお

ける宗教外交、および巡礼事業は、中東・
北アフリカ地域の高等教育機関に留学経験
があり、アラビア語を戦略的に運用できる
政府関係者らによって担われていることが
明らかになった。 

 
（2）インフォーマル・ネットワークの解明 
 平成 28 年度は、東南アジアにおけるイン
フォーマル・ネットワークを解明するため
に、資料収集および聞き取り調査を実施し
た。具体的には、ロンドン大学東洋アフリ
カ研究学院図書館を訪問し、インドネシア
から中東・北アフリカ地域への留学にかん
する資料を収集した。また、エジプトにお
いて、現地の高等教育機関および予備課程
に学ぶインドネシア人を対象とした聞き取
り調査を実施し、留学の経緯や背景、帰国
後の進路等についてインタビューを実施し
た。これらの調査によって、明らかとなっ

たのは、次の点である。中東・北アフリカ
諸国、特にエジプトのアズハル大学に留学
経験のある卒業生によって構成される世界
アズハル大学同窓会インドネシア支部は、
インドネシア国内のイスラーム社会組織の
構成員と多くが重複しており、構成員はイ
ンドネシア国内においてアズハル大学卒業
生の紐帯と連帯の強化を促進するために、
国内各地での同会支部の設立など、組織化
を進めていることが明らかとなった。 
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